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 晩期妊娠中毒症 (以下中毒症と略す) における高血圧は浮腫, 蛋白尿とともに・主要な徴候をなす
 ものである。 中毒症高血圧の昇圧物質については多くの報告があるが, 腎性因子 Re面n に関す
 るのものは甚だ少ない。 私は中毒症高血圧における Renh1 並びに Rellill 様物質の意義を追及
 し, いささかの知見を得たので報告する。
 Renill 抽出の材料として, 人の腎, 肺, 肝, 胎盤, 血清 (採血時チトラートを使用せず) 並び
 に家兎の腎, 肺, 肝を用いた。 Standard Renin としては米国製の hQg renin(11ng が0・55 Gold-
 blatt 単位) を使用した。 Renh1 並びに Renin 様物質の抽 lilrには後述する私の変法を用いた。
 家兎の腎皮質より抽出した Rellil/ の昇圧作用の測定には家兎頚動脈圧測定法を用い, その後に
 抽出 した Reni11 並びに Renh1 様物質の昇圧作用の測定には 前者より 操作の簡単な中尾式ラッ
 ト電気的血圧測定装置を用いた。 各抽出物 1mg をラット尾静脈に注射し, その血圧変動を測定
 した。 昇圧効果の判定は注射後 11mnlHg 以上血圧が上昇したものを positiv とした。 虚血実験
 としては家兎の右肺動脈並びに肺動脈を絹糸にて軽く結紮 して臓器に虚血を起させ, 操作後3～
 4日目に 各臓器を易咄 し, 家兎の正常肺, 肝を対照としてそれらより Rellin 様物質を 抽出し
 た。 ペーパークロマトグラフィーには 溶媒として 11一ブタノール5容・氷酷1容・水4容の混合
 液を用 い, 上行性一 次元に展開 した後ニンヒ ドリ ン発色を行っ た。
 Reni11 の 抽出には 吉田のアルコール法を 試みたが 昇圧物質は・得られなかった。 そこで 私は
 Rellin の化学的性状を考慮して, アルコールによる沈澱法, pH の変化による分割及び加温によ
 る血圧下降物質の沈澱除去によ る法を主体とした第1表の如き比較的簡便な抽出法を考案 した。
 なお血清よ !) の Rellill 様物質の抽出には第2表の如き, その改良法を用いた。
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 この変法を用い, 家兎腎皮質より 抽出した
 Reni11 7mg を家兎血清 1cc に溶かし, 注射
 して前記の 家兎頚動脈圧測定法によ り, その
 昇圧作用を検」一ると 笛1図の 如き強力なる昇
 圧作用が認められた。
 人の腎皮質及 び血清か ら・ 私の変法によリ抽
 出した Rellh1 並びに Rellin 様物質と Stalld-
 ard Renill との定性反応を比較すると箪3表
 に示す如く, 私の抽 出、した物質は 文献上の Renh1 並びに StandαYd Ren憤 と1暮ぼ同様な反応
 結果を示 した。
 Tigerstedt & Bergman (1898) は腎以外の臓器 (脾, 肝, 脳) の抽 出液中には 昇圧物質が得ら
 れず, 腎にのみ特有なものであると報告しているが, 私は腎以外の臓器 (肺, 肝, 正常胎盤)並び
 に中毒症妊婦血清よりの抽出物を中尾式ラット電気的血圧測定装'置によ り昇圧作用を検 したとこ
                  一 264 一一
       第3表 ろ,腎,.肺,肝,中毒症妊婦血清よりの抽出物
      定性反涜 には昇圧作用が認められ,正常胎盤よりのも
                    のには昇圧作用が認められなかった。
                    Go/dblatt(1934), Dexter, Haynes(1943),
                    Wylie (1953), 及び岩本 (1958) 等は腎虚血に
                    よる Reni11 の生成を報告している。 そこで私
                    は腎以外の臓器 (家兎の肺, 肝) でも虚血によ
                    り Renill の生成がみられるか否かを検 したと
                    ころ, 第4表に示す如く, 虚血肺では対照と
                    有意の差をもつて Relli11 様物質が多く認め ら
                    れ, 虚血肝では対照と有意の差は認められな
                    かった。 このことから Rellin の生成増加は腎
     第4表 虚血時にのみ特有なことではなく,腎以外の臓器でも虚
               血時に起り得ることであり, 従って中毒症高血圧は 何ら
               かの原因により, 腎 並びに腎以外の臓器のあるものに虚
               血状態が生じた際にも起り得ることを知った。
                血中 Rellin の証明に関しては幾多の報告があるが, 産
               婦人科領域では Dexter, Haylles(1944), 岩本(1958) 等
               の報告があるのみである。 私は中毒症 並びに正常妊婦血
               清より抽出した Rellh1 様物質の昇圧作を検 したところ第
                5表に示す如く, 中毒症 22 例中 10 例の高血圧を主徴と
          一・一 せるものに11～34mmHgの昇圧作用が認められ, 正常
               妊娠3例では全例 に 昇圧作用が認められなかった。 この
 ことから中毒症高血圧には Rellh1 も一部関与している様に思われる。
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    第6表
 賜餐 測のR8η 1η 様 物質痛確・作用
   氏名分娩前頭一 圧結果      灘年令妊産中毒症型記号個所∫タ
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 中毒症胎盤より昇圧物質が抽出された報告は 多々あるが, Rellhl 様物質を証明したとの報告
 はない。 私は中毒症並びに正常妊娠胎盤よ り抽出 した Renin 様物質の昇圧作用を検 したところ,
 第6表に示す如く, 中毒症 10 例ではその全例に 20～44mmHg の昇圧作用が認められ, 正常妊
 娠7例では全例に昇圧作用が認められなかった。 従って中毒症高血圧の原因には Renhl と同様,
 胎盤性因子も一部関与 している様に思われる。
 Rellin のべーパークロマトグラフに関する報告は見当らない。 私は以上抽出した Rellill 並び
 に Relli11 様物質を一次元ペーパーク・マトグラフイーに展開 し, 如何なるスポットが出現する
 か, 更にその内どの分割に昇圧作用が存するかを追及した。 その結果, 第2図に示す如く, Renin
 及び中毒症血清・胎盤よりの Relli11 様物質は Sta11(lar〔l Renin とレまぽ同様な Rf, の3峰を示
 し, 正常人の肺及び肝よりの Relli11 様物質は前者と異り, Rf・ のほぼ同様な8峰を示した。 更
 にその移動した各スポットを溶出し, それらの昇圧作用を検したところ, Standard Rellin, 並
 びに Renh1 様物質では原点のスポットには昇圧作用は認められず, 原点上第一のスポット(Rf.
 0、 12) にのみ昇圧作用が認められた。
 そこで先に抽出した中毒症血清及び胎盤 並びに家兎の虚血臓器 (肺, 肝) よりのRellil/ 様物質
 をそれぞれペーパークロマトに展開し, Rf. 0.12 のスポツ トの出現の有無を検したところ, 第7
 表, 第8表に示す如く, 昇圧作用を示 したもののスポットは出現しており, 昇圧作用を示さなか.
 つたものでは全く出現 しないか, 或いは出現 しても極く薄くしか認められなかった。
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 ことことから, Re1ユill 並びに Relli11 様物質の昇圧作用は私の行ったペーパクロマトで Rf. 0・12
 の分割に存在する様に思われる。




















































 晩期妊娠中毒症における高血圧 σ)昇圧因子についての研究報告は多々あるが, そのうち腎性因
 子 Reni11 に関するもの は甚だ少な い。
 著者は Renin が中毒症高血圧の因子と して関与しているか否かについて検討 している。
 実験方法: Reni11 の抽出には吉田のアルコール法二 Lalldis の加温法を加味させた新たな変
 法を考案し, その 抽出法を用いた。 昇圧作用の測定には 中尾式ラット電気的血圧測定装置を用
 い, 各抽出物 1mg を蒸溜水 0.1cc に溶かし, ラットの尾静脈に注射して測定した。 昇圧効果の
 判定は注射によ り血圧が 11 mmHg 以上の上昇を示 したものを陽性と した。 一次元ペーパークロ
 マトグラフィーの溶媒には n一ブタノール5容・ 氷酷1容, 水4容の混合液を用い, ニンヒド1〕 ン
 発色を行った。
 実験成績並びに結論は次の如くである。
 1) 腎以外の臓器 (肺, 肝) 並びに中毒症妊娠血清よ り, 昇圧作用を有する Relli11 様物質が得ら
 れた。
 2) 虚血肺には Reni11 様物質が対照と有意差をもつて多かった。
 3) 中毒症高血圧患者の血清 並びに胎盤より抽出した物質の昇圧作用を検し, 血清では中毒症の
 約半数に Rellill 様物質を認め, 胎盤ではその全例に Renill 様物質を認めた。
 4) Relli11 並びに Rellhl 様物質をペーパークロマトに展開し, 各スポットを溶出し, 各々の昇
 圧作用を検した結果, Rf O.12 の分割に昇圧作用が存在 し, しかもこのスポットは昇圧作用を
 示 したもののみに明かに出現 した。
 5) 中毒症高血圧の一部には Relli11 又は Reni11 様物質が 関与するものと 考えられる。 しかも
 この様な物質は中毒症と同じ原因によって招来される臓器(特に腎, 胎盤, 肺)の虚血乃至は酸
 素欠乏の結果生ずるものであろ う。
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